
介
護
の
仕
事
と
は
？

　
介
護
の
仕
事
は
支
援
の
必
要
が
あ
る
高

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
が
、そ
の
人

ら
し
い
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
の
サ
ポ

ー
ト
を
す
る
仕
事
で
す
。主
な
仕
事
内
容
は

食
事
や
入
浴
の
介
助
な
ど
の
身
体
に
直
接

接
触
し
て
行
わ
れ
る「
身
体
介
護
」と
、身
体

介
護
以
外
で
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
を
支

援
す
る「
生
活
支
援
」で
、そ
の
内
容
は
多
岐

に
わ
た
り
、施
設
の
種
類
な
ど
に
よ
っ
て
も

異
な
り
ま
す
。

集特

介
護
の
仕
事
の
職
種

　
代
表
的
な
4
職
種
を
紹
介
し
ま
す
。

■ 

介
護
職
員

　
高
齢
者
施
設
な
ど
で
食
事
、入
浴
な
ど
の

介
助
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、外
出
支
援
な

ど
日
常
生
活
全
般
の
介
助
を
行
い
ま
す
。

■ 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー（
訪
問
介
護
員
）

　
主
に
自
宅
で
暮
ら
し
て
い
る
支
援
の
必

要
が
あ
る
人
を
対
象
と
し
、自
宅
な
ど
に

訪
問
し
て
食
事
、入
浴
な
ど
の
介
助
や
掃

除
、洗
濯
、調
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■ 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー（
介
護
支
援
専
門
員
）

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
対
応
や

ケ
ア
プ
ラ
ン（
支
援
の
必
要
が
あ
る
人
や

そ
の
家
族
の
希
望
を
ふ
ま
え
、支
援
の
方

針
や
解
決
す
べ
き
課
題
、提
供
さ
れ
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
と
内
容
な
ど
を
ま
と

め
た
計
画
書
）の
作
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■ 

生
活
相
談
員・支
援
相
談
員

　
支
援
の
必
要
が
あ
る
人
が
高
齢
者
施
設

な
ど
で
生
活
す
る
た
め
の
各
種
相
談
へ
の

対
応
や
、関
係
機
関
と
の
調
整
な
ど
を
行

い
ま
す
。

◎この特集に関するお問い合わせは、介護保険課へ（☎︎457-2862）

魅力 広まれ！ 「介護」の仕事

介護の仕事と聞いて皆さんはどのようなことをイメージしますか？介護の仕事と聞いて皆さんはどのようなことをイメージしますか？
今月号では少子高齢化の影響などにより需要が高まっている介護の仕今月号では少子高齢化の影響などにより需要が高まっている介護の仕
事の魅力や、介護人材確保のための取り組みなどについて紹介します。事の魅力や、介護人材確保のための取り組みなどについて紹介します。
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介
護
の
仕
事
の
需
要
は

今
後
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く

　
厚
生
労
働
省「
介
護
職
員
数
の
推
移
」に

よ
る
と
、介
護
職
員
数
は
2
0
0
0（
平
成

12
）年
度
に
は
お
よ
そ
55
万
人
で
し
た
が
、

2
0
2
1（
令
和
3
）年
度
に
は
お
よ
そ

2
1
5
万
人
と
増
加
し
て
い
ま
す
。し
か

し
、少
子
高
齢
化
の
影
響
な
ど
も
あ
り
、介

護
職
員
の
必
要
数
に
は
追
い
つ
い
て
い
ま

せ
ん
。厚
生
労
働
省「
第
8
期
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
く
介
護
職
員
の
必
要
数
に

つ
い
て
」に
よ
る
と
、2
0
2
5（
令
和
7
）

年
度
に
は
お
よ
そ
2
4
3
万
人
、2
0
4
0

（
令
和
22
）年
度
に
は
お
よ
そ
2
8
0
万
人

の
介
護
職
員
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、今
後
ま
す
ま
す
介
護
の
仕
事
の
需

要
は
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

2040年度
（令和22年度）

2025年度
（令和7年度）

2021年度
（令和3年度）

2000年度
（平成12年度）

国内における介護職員数の
推移と今後の必要数

およそ
280万人およそ

243万人およそ
215万人

およそ
55万人

※2000（平成12）年度と2021（令和3）年度は、厚生労働省「介護
職員数の推移」参照、2025（令和7）年度以降は厚生労働省「第8
期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数について」参照

　　　　　　　　　　 （必要数）

11INTERVIEW

22INTERVIEW

介
護
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
に

私
は

な
り
た
い
！

特別養護老人ホーム 第二南風
介護職員　鈴

す ず き
木 明

あ す か
日香さん

Q. 介護の仕事に就くきっかけは？
A. 私が中学生くらいのころに祖母の
持病が悪化して、祖父が祖母の介護を
するようになりました。祖母はだんだ
んと衰弱していくし、祖父は介護の疲
れから強い口調になることも増えてき
ました。そんな状況を見て、何もできな
い自分がもどかしくなって、介護につ
いて学んで大好きな祖父母の支援をし
たいと思ったのがきっかけです。結果
として祖母の介護をすることはかない
ませんでしたが、祖母の「介護の仕事を
するなら、相手のことを考えて優しく
してあげてね！その気持ちは必ず伝わ

るから」という言葉を胸に介護の仕事
を極めたいと思っています。

Q. 介護の仕事の魅力は？
A. 何十年という人生を歩んできた人
たちが最期の瞬間までその人らしく
生きられるように、自分なりに考えて
支援できることが魅力だと思います。
真剣に考えて支援をしていると、その
気持ちは相手にちゃんと伝わってい
て、笑顔やありがとうといった言葉に
なって返ってきます。そんな言葉を聞
くともっとがんばろうと思います。

Q. 介護の仕事に就くきっかけは？
A. 母と福祉系の大学に通っていたア
ルバイト先の先輩から勧められて介
護の仕事に就きました。

Q. 介護の仕事の魅力は？
A. 人とのつながりの大切さや感謝の
気持ちを直接感じられることはもち
ろんですが、高齢者やその家族などと
関わる中でさまざまな価値観に触れ、
成長し、自分の人生の厚みが増してい
くことも魅力だと思います。
　そのほかにも、私のように介護のこ
とを何も知らないで就職しても、やる

気を持って知識をつけたり、資格を
とったりすれば、キャリアアップする
ことができるのも魅力だと思います。

Q. これからの目標は？
A. 介護の仕事を極めるための努力を
続けるとともに、1人でも多く介護の
プロフェッショナルを育てることで、
介護の仕事に対するネガティブなイ
メージを変えていきたいです。介護の
仕事は高齢者などが必要とすること
を探し出して支援することで、生活を
豊かにできる魅力的な仕事です。

介
護
の
質
を
あ
げ
て

イ
メ
ー
ジ
を

変
え

て
い
き
た
い

特別養護老人ホーム 第二南風
施設長　川

かわしま
島 理

り え
恵さん

介介護の仕事に就いた理由と魅力理由と魅力
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キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

支
援
事
業

　
２
０
１
３（
平
成
25
）年
度
か
ら
市
内
の

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
勤
務
す
る

介
護
職
員
な
ど
に
対
し
、資
格
取
得
ま
た
は

更
新
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
奨
励
金
と

し
て
交
付
し
て
い
ま
す
。

介
護
の
仕
事
を
応
援
し
て
い
ま
す
！（
浜
松
市
の
主
な
取
り
組
み
）

介護労働
実態調査

デ介
ー護
タの
で仕
見事
る

離職率の推移（全国）
21.6％

14.4％

18.7％

17.0％

17.8％

16.1％

17.0％

16.6％
16.5％

16.5％

16.7％

16.2％
15.4％

15.4％

14.9％
14.3％

2022年
（令和4年）

2007年
（平成19年）

2014年
（平成26年）

7.2 ポイント減

※公益社団法人介護労働安定センター「令和4年度介護労働実態調査結果」参照

■ 

減
少
傾
向
の
離
職
率

　
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
処
遇
改
善
な

ど
の
国
や
地
方
自
治
体
の
政
策
に
よ
り
離

職
率
は
２
０
０
７（
平
成
19
）年
の
21・６
％

を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
２
０
２
２（
令
和
4
）年
は
14・
4
％
と

な
っ
て
お
り
、同
年
の
全
産
業
の
離
職
率

15
％（
厚
生
労
働
省
雇
用
動
向
調
査
）を
下

回
っ
て
い
ま
す
。

介
護
人
材
確
保
推
進
検
討
会
の

設
置

　
介
護
の
現
場
で
働
く
若
手
職
員
や
福
祉

に
関
す
る
学
識
経
験
者
、介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
、介
護
の
仕
事
を
目
指
す
学
生
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
、よ
り
効
果
的
な

介
護
人
材
確
保
策
を
検
討
す
る
た
め
、２
０

２
１（
令
和
３
）年
度
に
浜
松
市
介
護
人
材

確
保
推
進
検
討
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
検
討
会
で
は
、介
護
の
仕
事
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
魅
力
の
発
信
や
、10

年
先
も
働
き
た
い
と
思
え
る
職
場
な
ど
を

テ
ー
マ
に
議
論
を
続
け
て
い
ま
す
。こ
の
後

に
紹
介
す
る「
か
い
ご
T
E
R
A
K
O
Y
A

事
業
」と「
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

構
築
事
業
」は
検
討
会
で
の
議
論
を
経
て
事

業
化
さ
れ
ま
し
た
。

か
い
ご

T
E
R
A
K
O
Y
A
事
業

　
夏
休
み
期
間
中
、介
護
職
員
な
ど
の
子

供（
小
学
生
）を
介
護
施
設
で
預
か
る
こ
と

で
、安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
備
す
る
た

め
に
２
０
２
２（
令
和
４
）年
度
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。介
護
施
設
で
の
子
供
の
見
守

り
を
大
学
生
や
高
校
生
に
担
っ
て
も
ら
う

こ
と
や
、子
供
た
ち
が
介
護
施
設
で
勉
強
し

た
り
遊
ん
だ
り
し
な
が
ら
、高
齢
者
と
も
交

流
す
る
こ
と
で
、学
生
と
子
供
に
介
護
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
い
、将
来
の
介
護
人
材
確

保
に
つ
な
げ
る
狙
い
も
あ
り
ま
す
。

　

２
０
２
２（
令
和
４
）年
度
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、事
業
に
参
加
し
た
89
％
の

学
生
が
介
護
施
設
や
介
護
の
仕
事
に
対

す
る
イ
メ
ー
ジ
が
よ
く
な
っ
た
と
回
答

し
て
い
ま
す
。

キャリアアップのイメージ

サービス提供
責任者

認知症ケア
専門士

認定介護福祉士ケアマネジャー

生活相談員
支援相談員

相談業務の
プロフェッショナル

介護現場の
プロフェッショナル マネジメント キャリアチェンジ

介護福祉士

実務者研修

初任者研修

無資格

施設長
所長

リーダー
（主任）

作業療法士
理学療法士
言語聴覚士

看護師

高齢者と将棋を楽しむ子供 スイカ割りを楽しむ子供たち
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ケアワーカーロールモデル構築事業に参加してみてケアワーカーロールモデル構築事業に参加してみて

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
構
築
事
業

　
２
０
２
３（
令
和
5
）年
度
新
規
事
業
で
、

学
生
が
介
護
現
場
で
働
く
職
員
を
取
材
し
、

取
材
を
通
じ
て
発
見
し
た
介
護
の
仕
事
の

魅
力
な
ど
を
レ
ポ
ー
ト
や
動
画
に
ま
と
め
、

広
く
情
報
発
信
し
ま
す
。

　
学
生
が
作
成
し
た
レ
ポ
ー
ト
や
動
画
は

浜
松
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル「
は
ま
ま
つ
動
画
チ
ャ
ン
ネ

ル
」で
現
在
公
開
中
で
す
。ぜ
ひ
レ
ポ
ー
ト

や
動
画
を
見
て
、学
生
た
ち
が
発
見
し
た
介

護
の
仕
事
の
魅
力
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

■ 

仕
事
に
不
満
足
は
少
数
派

　
介
護
職
員
が
満
足
と
感
じ
て
い
る
上
位

5
項
目
は
、グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。い
ず

れ
も
満
足
、や
や
満
足
と
感
じ
て
い
る
人
の

割
合
は
、不
満
足
、や
や
不
満
足
の
割
合
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に「
仕
事
の
内
容・や
り
が
い
」に
つ
い

て
は
、満
足
、や
や
満
足
の
合
計
が
50
％
を

超
え
て
い
ま
す
。

仕事の内容・
やりがい

職場の人間関係、
コミュニケーション

職場の環境

雇用の安定性

労働時間・
休日等の労働条件

16.9％ 35.5％ 37.8％

20.5％ 28.6％ 35.7％

16.3％ 24.5％ 39.4％

16.0％ 23.3％ 45.9％

15.6％ 20.3％ 39.7％

5.8％ 2.4％

15.9％

1.5％

10.2％ 3.6％ 1.5％

12.9％ 5.3％ 1.6％

9.3％ 3.7％ 1.7％

6.9％ 1.6％

介護職員が満足と感じていること（上位5項目）

　 満足　　　やや満足　　　普通　　　やや不満足　　　不満足　　　無回答
※公益社団法人介護労働安定センター「令和4年度介護労働実態調査結果」を基に作成
※端数処理により合計が100％にならない場合があります

33INTERVIEW

44INTERVIEW

静岡文化芸術大学
鷹
たかもり

森 千
ち か

佳さん

人に寄り添うすてきな仕事
　介護の仕事については、テレビなど
で見た印象しかなく、精神的にきつい
仕事なのかなというイメージでした
が、取材して「人に寄り添うすてきな仕
事」だと思いました。
　取材した職員の人が、「相手の人と
会話していくうちに、笑顔を見せてく
れたり、これまでに経験してきたこと

を教えてくれたりするようになって、
信頼してもらえていると感じる瞬間
が好きなの。人に寄り添える介護の仕
事って楽しいのよ！」と笑顔で教えて
くれたのが印象的でした。
　職場の雰囲気もあたたかい感じが
しましたし、職員一人一人が相手のこ
とをとても考えながら仕事をしてい
ることが分かりました。

静岡文化芸術大学
中
な か の

野 紗
さ や

也さん

将来をイメージすることができました！
　介護の仕事は大変そうなどという
ネガティブなイメージを持つ人が多
いかもしれませんが、取材した職員の
人はさまざまな人とのつながりを大
切にしながら、やりがいを持って楽し
そうに仕事をしていました。特に高齢
者などから「ありがとう」と声をかけら
れた時のとてもうれしそうな笑顔が

印象に残っています。
　私たちは介護の仕事に就くために
天竜高等学校の福祉科で専門知識や
技術を学んでいますが、今回取材をし
たことで、将来、私たちが楽しく笑顔で
介護の仕事をしている姿を明確にイ
メージすることができました。介護の
プロフェッショナルを目指してがん
ばります。

天竜高等学校
大
おおすみ

隅 遥
は る な

菜さん
天竜高等学校

松
ま つ い

井 春
は る と

人さん

魅力発見！動画コンテスト開催中

　ケアワーカーロールモデル構築事業で学生たちが作成
した動画のコンテストを2月末まで開催しています。魅力
的な動画へ投票（ユーチューブ上で

「高評価（イイね）」を押す）をお願い
します。審査は、再生回数や高評価

（イイね）の数などで行い、3月に表
彰式を開催予定です。
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